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テテニニスス選選手手ののゲゲーームム状状況況ににおおけけるる打打球球評評価価にに関関すするる研研究究：：  

大大学学テテニニスス選選手手ののフフォォアアハハンンドドスストトロローーククののススピピーードドとと回回転転数数かからら  

研究代表者 髙橋仁大（鹿屋体育大学）

メンバー 村田宗紀、村上俊祐（鹿屋体育大学）、北村哲（びわこ成蹊スポーツ大学）、

柏木涼吾、岡村修平（鹿屋体育大学大学院）

目目的的

本研究では、大学テニス選手を対象に、ゲーム状

況におけるフォアハンドストロークの打球データを

取得し、その打球の速度と回転数の分布を明らかに

するとともに、対象とする選手の実験状況における

打球とゲーム状況における打球を比較し、これら打

球スピードと回転数の関係に基づいた評価の可能性

について検討するものとする。

方方法法

１１．．対対象象者者

男子大学生テニス選手 名 選手 、 、 を対象

とした。各選手のプレースタイルはそれぞれ異なる

選手 ：カウンターパンチャー、選手 ：オールラ

ウンダー、選手 ：ハードヒッター 。

２２．．デデーータタ収収集集

それぞれの選手同士で対戦し、トラックマンを用

いてゲーム時の打球データを セットずつ、全 セ

ット分のデータを取得した。

３３．．デデーータタのの分分類類とと比比較較

本研究で取得したゲーム状況におけるフォアハン

ドストロークの打球データは、攻撃場面と守備場面

に分類し 、対象とした選手による実験状況での打

球データ と比較した。

結結果果

表にゲーム状況における攻撃場面、守備場面と実

験状況におけるフォアハンドストロークのスピード

と回転数の平均値を示した。分散分析の結果、選手

の打球スピードにおいて、ゲーム状況の攻撃場面と

守備場面、ゲーム状況の攻撃場面と実験状況の間に

有意な差がみられた 。選手 の打球スピー

ドにおいては、ゲーム状況の攻撃場面と守備場面、

ゲーム状況の攻撃場面と実験状況の間に有意な差が

みられ 、回転数においては、ゲーム状況の攻

撃場面と実験状況、ゲーム状況の守備場面と実験状

況の間に有意な差がみられた 。選手 の打

球スピードにおいては、全ての条件間に有意な差が

みられた 。

表表：：ゲゲーームム状状況況ににおおけけるる攻攻撃撃場場面面、、守守備備場場面面とと実実験験状状況況

ににおおけけるるフフォォアアハハンンドドスストトロローーククののススピピーードドとと回回転転数数

n スピード 回転数 n スピード 回転数 n スピード 回転数

攻撃場面 48 111.9 1717 48 123.0 2167 14 125.7 2372

守備場面 21 100.9 1363 33 104.6 2062 14 102.8 2610

60 100.5 1601 60 103.4 2927 60 116.7 2287

攻撃場面 ** ns ** <実験 * ns

守備場面 <攻撃 ns <攻撃 <実験 * ns

<攻撃 ns <攻撃 ** * ns

**：p<0.01 *：p<0.05

実験状況

選手A 選手B 選手C

ゲーム状況

ゲーム状況

実験状況

考考察察

対象とした選手のフォアハンドストロークについ

て、実験状況とゲーム状況の打球でそれぞれ異なる

傾向がみられた。その原因として、打球する際に劣

勢となっている選手はスイングスピードを落として

打球する状況が多くなることや、選手自身の許容範

囲を越えた打球を強いられることにより、スイング

スピードが一定でなくなるということが考えられた。

実験状況の打球とゲーム状況の打球を比較すること

で，選手の状況判断の能力やゲーム状況における技

術の評価を行うことができる可能性が示唆された。
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注注

本報告は村上ほか の「テニス選手のゲーム

状況における打球評価の可能性－大学生テニス選手

のフォアハンドストロークの速度と回転数を基に－」

スポーツパフォーマンス研究， ， を再構成

したものである。
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ササッッカカーーのの試試合合中中のの選選手手・・ボボーールルのの位位置置座座標標デデーータタをを取取得得すするる試試みみ

研究代表者 甲斐智大（鹿屋体育大学）

メンバー 髙井洋平、塩川勝行、青木竜（鹿屋体育大学）

ここれれままででのの取取りり組組みみ

平成 28 年度より、本学サッカー場に設置された、

ボール・チーム戦術追跡システムを用いて、サッカ

ーの試合中の選手・ボールの位置座標データを取得

する試みに取り組んでいる。

選手の位置情報は、オブジェクトトラッキングシ

ステム（ZXY Sports Tracking、カイロンへイゴ社、20Hz）
を用いて取得する。オブジェクトトラッキングシス

テムは、サッカー場を取り囲む電柱の上部に設置さ

れた受信機と、選手の腰部に装着された 21g のセン

サーがラジオ電波により交信することで、選手の位

置情報を取得できる装置である。ボールの位置情報

はボール位置情報計測システム（カイロンへイゴ社、

25Hz）を用いて取得する。ボール位置情報計測シス

テムは 6 台のカメラにより試合を撮影し、それによ

り得られた画像をもとに、ボールの位置座標を取得

する。ボールの位置情報はボール位置情報計測シス

テムで得られたボールの位置情報を、オブジェクト

トラッキングシステムに転送することにより、選手

とボールの位置情報が同期された状態で、データを

取得することが可能である（図 1）。センサーを用い

て選手の位置情報を取得し、そこにボールの位置情

報を同期させる取り組みは世界初の試みであった。

なお、すべての操作は、スポーツパフォーマンス研

究センターより遠隔で行っている。これまでに 3 試

合の公式戦、2 試合の練習試合のデータを取得した

（平成 31年 4月現在）。

  

図図 1．．ボボーールル・・チチーームム戦戦術術追追跡跡シシスステテムムのの操操作作画画面面

得得らられれたた結結果果

11対 11の試合中の、シュートで終了した攻撃に

おけるボールの移動速度（m/s）を、座標より求め

た。得られた値を、レギュラー群とサブ群の試合で

得られたものに分けて比較した。その結果、速攻

（Tengaら、2010）で群間差はみられなかった（7.8
±1.3 vs. 7.2±1.0）が、遅攻（Tengaら、2010）では

ボールの移動速度は、サブ群よりレギュラー群のほ

うが高かった（8.7±0.2 vs. 7.3±0.8）（図 2）。

図図 2．．遅遅攻攻ににおおけけるるボボーールルのの移移動動速速度度

ここれれかかららのの取取りり組組みみ

選手とボールの位置座標をもとに戦術を評価する

研究は行われている（Link ら、2016）が、そのデー

タは画像から得られたものである。ボール・チーム

戦術追跡システムでは、選手の位置情報をセンサー

により取得できるため、データの精度が高く、かつ、

その取得が簡便であると言える。

今後は選手とボールの位置情報をもとに、ボール

保持者の特定の自動化、得点機会を得られた攻撃時

のパスのキネティクスの特徴の定量化、相手ゴール

を向いてボールを受けるプレー（甲斐ら、2015）の自

動検出およびそのプレーの出現による選手の移動の

変化の定量化、などについて調査していきたい。
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